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霜
柱
が
立
つ
よ
う
な
寒
い
日
が
続
い
て

ま
す
ね
。立
春
の
候
、み
な
さ
ん
、
い
か

が
お
過
ご
し
で
す
か
。こ
ん
な
に
寒
い

の
に
「
春
」
の
字
が
使
わ
れ
る
な
ん
て

不
思
議
な
感
じ
で
す
ね
。
実
は
、
『
立
』

の
字
に
は
「
旅
立
つ
」
「
出
発
」
と
い
う

意
味
が
あ
り
ま
す
。
古
来
、
立
春
の
前

日
は
寒
い
季
節
の
最
後
の
日
と
さ
れ
、

翌
日
か
ら
寒
さ
に
別
れ
を
告
げ
春
に

向
け
て
旅
立
つ
と
い
う
こ
と
か
ら
「
立

春
」
と
言
わ
れ
、
立
春
の
前
日
、
つ
ま
り

寒
い
季
節
の
最
後
の
日
を
「
節
分
」
と

言
う
の
だ
そ
う
で
す
。ち
な
み
に
、
節

分
は
立
春
の
前
日
だ
け
で
は
な
く
、
一

年
に
４
回
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
？

立
春
の
前
日
以
外
に
も
、
立
夏
・
立
秋
・

立
冬
の
前
日
は
、
全
て
「
節
分
」
と
言

い
、
ま
さ
に
季
節
を
分
け
る
節
目
な
の

で
す
。 

 

 

恵
方
巻 

 

「
恵
方
巻 

予
約
受
付
中
！
」
こ
の

季
節
に
な
る
と
、
あ
ち
こ
ち
で
見
か
け

る
よ
う
に
な
る
「
恵
方
巻
」
の
文
字
、

起
源
は
諸
説
あ
る
よ
う
で
す
が
、
一
番

有
力
な
説
は
、
大
阪
の
海
苔
業
界
が
販

売
促
進
の
た
め
に
始
め
た
と
い
う
説
で

す
。
そ
の
後
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

販
売
す
る
よ
う
に
な
り
、
全
国
的
に
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
恵
方
巻
の
恵
方
と
は
、
今
年
の

幸
福
を
司
る
神
「
歳
神
」
の
い
る
方
角

の
こ
と
だ
そ
う
で
、
節
分
に
、
そ
の
方
角

を
向
い
て
巻
き
ず
し
を
丸
か
じ
り
す
る

の
が
「
恵
方
巻
」
の
正
し
い
食
べ
方
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
巻
き
ず
し
に
使
わ

れ
る
具
も
「
福
を
巻
き
込
む
」
と
い
う

意
味
で
「
七
福
神
」
に
あ
や
か
り
七
種

類
が
主
流
だ
そ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
巻

き
込
ん
だ
福
の
縁
を
断
ち
切
ら
な
い

よ
う
、
包
丁
で
切
り
分
け
ず
に
、
あ
え

て
丸
か
じ
り
（
丸
か
ぶ
り
）
し
て
食
べ

る
の
だ
と
か
。
で
も
、
包
丁
を
使
わ
な

く
て
も
、
歯
で
噛
み
切
る
の
で
あ
れ
ば

同
じ
で
は
？
と
思
う
の
で
す
が…

（
個

人
の
感
想
で
す
） 

色
々
な
取
り
決
め
が
あ
る
よ
う
で

す
が
、
浄
土
真
宗
は
方
角
の
良
し
悪
し

を
問
題
に
す
る
教
え
で
は
あ
り
ま
せ

ん
し
、
丸
か
じ
り
し
な
い
か
ら
と
言
っ
て

縁
が
切
れ
る
と
も
考
え
ま
せ
ん
。
阿
弥

陀
如
来
の
救
い
は
、
あ
ら
ゆ
る
方
角
に

常
に
働
い
て
い
ま
す
し
、
縁
と
は
人
間

の
思
考
や
能
力
を
超
え
た
結
び
つ
き

で
す
か
ら
、
私
た
ち
が
意
図
し
て
作
れ

る
も
の
で
は
な
い
の
で
す
。 

な
の
で
、
真
宗
門
徒
と
し
て
の
恵
方

巻
の
食
べ
方
は
、
多
く
の
い
の
ち
の
「
恵

み
」
と
多
く
の
「
方
」
の
お
か
げ
と
感
謝

し
つ
つ
、
食
べ
や
す
く
し
て
、
美
味
し
く

い
た
だ
く
の
が
良
い
で
し
ょ
う
。 

「
立
春
な
の
に
寒
い
で
す
ね
」  

日
本
の
歳
時
記
と
浄
土
真
宗

恵
方
巻 
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柔らかな口調の栁川先生 

除夜の鐘を打つ熊谷会長 

１月が誕生日の方と 

御流杯とは、新年に仏様に供えたお酒を 

参拝者で頂戴する儀式です 

何が当たったかな？ 

 

                     

 

  

                    

  

       

                

     

                            

除夜会１2/31（日） 16時～  今年も大晦日に除夜会、元日に元旦会を行い 
元旦会 1/1 （月祝） 7時～   多くの方にご参拝いただきました。 
                            近くの郵便局に貼ってもらったチラシを見て 

来院された方も多数おられました！ 
 

元旦会の御流杯の儀 

   ご講師：栁川眞諦 師（東京都 光善寺） 
                            

１月１４日（日） 午後１時～   当日は２６名の方が聴聞されました。法座の後 
に開催された「お楽しみ抽選会」「新年会」は 
講師も参加いただき、大変盛りあがりました 

 



 

  

－3－ 

                           
 

                          

 

東久留米分院からのお知らせ 
                

 
2024年の年忌表 

 
  今年の年忌法要は、下記のとおりです。 法要の予約は、お早めに！ 
 

法
要
種
別 

一
周
忌 

三
回
忌 

七
回
忌 

十
三
回
忌 

十
七
回
忌 

二
十
三
回
忌 

二
十
五
回
忌 

二
十
七
回
忌 

三
十
三
回
忌 

三
十
七
回
忌 

四
十
三
回
忌 

四
十
七
回
忌 

五
十
回
忌 

百
回
忌 

ご
往
生
さ
れ
た
年 

令
和 

５ 

年
（
二
〇
二
三
年
） 

令
和 

４ 

年
（
二
〇
二
二
年
） 

平
成
３０

年
（
二
〇
一
八
年
） 

平
成
２４

年
（
二
〇
一
二
年
） 

平
成
２０

年
（
二
〇
〇
八
年
） 

平
成
１４

年
（
二
〇
〇
二
年
） 

平
成
１２

年
（
二
〇
〇
〇
年
） 

平
成
１０

年
（
一
九
九
八
年
） 

平
成 

４ 

年
（
一
九
九
二
年
） 

昭
和
６３

年
（
一
九
八
八
年
） 

昭
和
５７

年
（
一
九
八
二
年
） 

昭
和
５３

年
（
一
九
七
八
年
） 

昭
和
５０

年
（
一
九
七
五
年
） 

大
正
１４

年
（
一
九
二
五
年
） 

 

東久留米分院では、法要の前後倒し・お葬儀の繰越（やり直し）が行えます。 
 
昨今のコロナ禍や日時の都合など、様々な理由で法要・葬儀が出来なかった 
という経験をされた方から「今からでも可能か？」「命日前後でも可能か？」 
との連絡が多く寄せられています。東久留米分院では、法要の前後倒しや、 
葬儀のやり直しが出来ます。現在の主管（伊藤）は、これまで何度も法要の前後
倒し・葬儀のやり直しを行ってきました。お気軽に当院へご連絡・ご相談ください。 

 
                

２月の「東久留米会館奉讃会 念仏奉仕講」は都合によりお休みします。 
 
毎月１日に活動している東久留米会館奉讃会 念仏奉仕講ですが、２月１日は
伊藤主管が終日不在のため活動をお休みいたします。 

 
次回は３月１日の８時～１０時に行います、私たち会員の力を合わせてお世話に
なっている東久留米分院の美化をいたしましょう！      [奉讃会 会長：熊谷 武] 
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東久留米会館の  行 事 案 内 
                            ―Schedule― 

 

 

２月の行事予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 月の行事予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東
久
留
米
会
館
会
報
「
と
も
し
び
」 

通 

刊 
 

３
３
４
号 

発
行
日  

２
０
２
４
年
２
月
１
日 

発
行
者 

 

伊
藤 

法
友 

住 
 

所 
 
 

東
京
都
東
久
留
米
市
柳
窪
５-

８-

３
０ 

電 

話 
 

０
４
２-

４
７
４-

６
７
８
７ 

編
集
後
記 

い
つ
も
「
と
も
し
び
」
を
お
読
み
い
た
だ
き 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
先
日
、
私
が
お
経
を

教
え
て
い
る
団
体
の
方
が
僧
侶
の
研
修
会
に
参

加
し
た
時
「
お
経
が
と
て
も
良
く
唱
え
ら
れ
て

い
る
。」
と
指
導
員
に
褒
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

指
導
員
が
褒
め
る
の
は
大
変
珍
し
い
の
で
、
会

員
か
ら
そ
の
よ
う
な
方
が
出
た
こ
と
を
嬉
し
く

思
う
と
共
に
、
私
も
お
ご
る
こ
と
な
く
研
鑽
せ

ね
ば
と
身
を
引
き
締
め
た
次
第
で
す
。（
伊
藤
） 

 

３月２０日（水祝） 午後 1時～ 

ご講師： 山本 英哲 師（神奈川県 妙延寺） 

                                   

お彼岸の法要を行います。過去帳をご持参くださ

れば、仏さまの前に奉呈（謹んでお供え）します。 

どたでも参加いただけます、ぜひお参りください。 

                                     

春季彼岸会 

先
月
の
ご
進
納 

【
お
仏
飯
米
】 

近
藤 

敏
之 

様 
 

才
野
木 

康
雄 

様 

 【
そ
の
他
の
ご
進
納
】 

神
谷
正
弘 

様[

抽
選
会
用
品
・
景
品] 

熊
谷 

武 

様[

お
酒]

・
山
下 

肇 

様[

お
酒] 

  

奉
讃
会[

み
か
ん] 

 
 
 
 
 
 （

順
不
同
） 

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 
常例法座（仏様の教え） 

 
２月１１日（日） 午後 1時～ 

ご講師： 南條 了瑛 師（東京都 法重寺） 

                                   

仏さまの教え（ものの見かた・考え方）を分かり

やすくお話しします。聞き終わったら、きっと心の

変化を感じると思います。一緒に聞きましょう！ 

御命日晨朝 総参拝 

３月１６日（土） 午前 7時～ 
月に１度の親鸞聖人御命日に、私たちと一緒に 

お寺で朝のお参りしませんか？ 

参拝された方には、お供物をお渡しいたします。 


